       　松阪多気地区交通安全対策会議交通安全教育指導員設置要綱

（目的）

第１条　この要綱は、交通安全教育指導員（以下「指導員」という。）の職務及びその他指導員に関する必要な事項を定め、もって松阪多気地区住民に密着した交通安全教育を推進し、一人ひとりへの交通安全意識の浸透を図り、「交通事故を起こさない、交通事故に遭わない」まちづくりに寄与することを目的とする。

（設置）

第２条　松阪多気地区交通安全対策会議（以下「対策会議」という。）に指導員を置く。

（委嘱）

第３条　指導員は、交通安全に関する知識又は交通安全教育に関心を有する者とし、会長が委嘱するものとする。
（委嘱期間）

第４条  指導員の委嘱期間は、１年とする。ただし、再委嘱を妨げない。

（職務）

第５条　指導員は、会長の指揮監督を受け、対策会議事務局及び各委員との緊密な連携のもとに、次の各号に掲げる職務を行うものとする。

 (1)　幼児、児童、生徒、高齢者等の各種交通安全教育     

 (2)  交通安全教育に関する各種資料の作成     

 (3)  各種交通安全行事への参加                                       

 (4)  その他会長が交通安全上必要と認めた事項

（服務）

第６条　指導員の活動時間の割り振りは、事務局が行う。

　２　指導員の活動時間は、原則として１日６時間を越えない範囲とする。

　３　指導員は、活動に際しては原則として貸与された被服等（以下「貸与品」という。）を着用しなければならない。また、会長の発行する身分証明書を常に携帯し、その身分を証明する必要があるときは、これを提示するものとする。

（報酬）                                               

第７条　指導員の報酬は、１日１回の活動に対して対策会議会則第３条に定める委員の所属する機関等が支給するものとし、その額は、会長が別に定める。

（解任）

第８条　会長は、指導員が次の各号のいずれかに該当する場合には、その委嘱を取り消すことができる。

 (1)　職務上の義務に違反し、又は職務を怠った場合

 (2)  指導員としてふさわしくない非行があった場合

 (3)  心身の故障のため、職務の遂行に支障があり、又はこれに堪えない場合

（研修）

第９条　指導員は、常にその職務を行う上で必要な知識及び技能の習得に努めるとともに、事務局等が行う研修に参加しなければならない。

（遵守事項）

第10条　指導員は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。

 (1)　交通法規を遵守し、他の模範となるよう努めること。

 (2)  交通安全の教育にあたっては、誠意と熱意を持ってこれにあたること。

 (3)  職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また同様とする。

（活動状況報告）

第11条　指導員は、活動終了後、その活動の状況を日誌に記載し、会長に提出しなければならない。

２　指導員は、活動中に交通対策に関する要望を受理したときは、その申し出の内容を要望受理書に記載し、会長に報告しなければならない。

（貸与品等の保管及び保全）

第12条　指導員は、貸与品を自己の責任において保管し、その保全に留意しなければならない。

２　指導員は、貸与品を紛失し、又は破損した場合は、速やかにその理由を会長に届けなければならない。

３　指導員は、その職を退いたときは、速やかに貸与品及び身分証明書を返納しなければならない。

（その他）

第13条　この要綱に定めるもののほか、特に明文化しなければならない事項が生じた場合は、その都度、会長が定める。

　　　附　則
この要綱は、平成１８年６月１３日から施行する。
この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。
この要綱は、令和２年２月１日から施行する。
